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巻 頭 言 
 

緊張感を持って未来を支える 
楽しい研究の展開を！ 

精

 

授与機構による「研究組織体としての精研」の評
価結果は、評価項目のうち、悪い方でも「概ね達成
されているが改善の余地もある」とのことで高い評
価をいただきました。また企業からの委員が多い外
部評価委員会でも、「全体的に、アクティブな活動
が行われている」との概ね高い評価いただきました。

しかしながらさらに努力を要するものとして、（１）
研究所の理念・目標の明確化、（２）研究企画・戦
略の強化、（３）国際的活動の強化、（４）社会へ
の情報発信の強化、など貴重な指摘をいただきまし
た。これらはいずれも独立法人化を控え、また附置
研究所の見直しがなされようとしている現在、対応
しなければならない重要な事項です。 

     精密工学研究所長 上羽貞行  

新年明けましておめでとう
ございます。 
本精密工学研究所は、大学

評価・学位授与機構による試
行的な大学評価の一環として、
工学系附置研究所評価対象第
１号に選ばれ、昨年７月に自
己評価書の提出、１０月には
全国初の訪問調査を受け入れ、さらに１１月には外
部評価の実施と誠に忙しい１年でした。幸いにも研
究体制委員会を中心とした所員の皆さんの協力のお
かげで無事対応することができたものと思います。 

所長としては、（１）の課題「研究所の理念・目
標の明確化」への対応として、評価委員の方々から
賛同の得られた「精密工学研究所は“ものつくり”
を基本として、２１世紀のわが国の産業で重要な役
割を果たす」という考え方と、「精密と知能の融合
の具体化を」との指摘を実現する具体的目標として、
「情報システム・デバイスの開発とそれらのマニュ
ファクチャリングおよびハンドリング技術の開発」
が最も適切であると考えております。このことに関
してご意見を寄せていただければ幸いですが、当面
この方向でのプロジェクト的研究を、シーズオリエ
ンティッドな基盤研究とともにバランス良く推進し
ていきたいと考えております。 
また課題（４）につきましては、格段に刷新され

たホームページでもお分かりいただけるように、専
任の事務補佐員の着任および一部外部委託で対応し
ており、さらに充実させていく予定にしております。
課題（２）、（３）については企画運営委員会、研
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究体制委員会を中心に早急に改善策を検討していく
所存です。 
この他大変重要な問題として、教室系技術職員の

全学的集約の問題があります。現在、法人化後に教
室系技術職員の各部局毎の集約を行う案が検討され
ています。全学的にみると精研は技官の多い部局で
あり、技官の皆さんの精研での「あり方」が全学の
「見本」となる可能性があります。所長としては、
１年前倒しで技官の皆さんの精研での集約を１５年
４月１日から試行し、技官の皆さんが誇りと生きが
いをもって仕事に打ち込める体制を検討したいと考
えております。 
以上は研究所をめぐる状況ですが、目を大学外に

向けますと、就職希望の高校生の就職内定率が昨年
末で４７％と大変低く、また一部に業績の好調な企

業はあるものの、全体として経済状況は誠に厳しく、
日本はその体力は消耗しつつあります。 
本年は１６年度実施予定の大学の法人化を目前に

して、昨年に輪をかけて忙しい年になりそうです。
しかしながら職員の皆様の協力を得て、この法人化
対応の諸課題を的確にこなすとともに、研究におい
ても精研が「情報システム・デバイスおよびそれら
のマニュファクチャリング・ハンドリング技術に関
する COE（センターオブエクセレンス）」として、
真に科学技術創造立国の先陣の役割を果たすととも
に、併せて世界最高の理工系総合大学をめざす東京
工業大学附置研究所としてその一翼を担う活躍がで
きることを念願しております。 
本年も皆様の更なるご協力とご支援を御願い致し

ます。

第３８回精研シンポジウム 

10 周年記念 静粛工学セミナー(通算第 32 回)開催報告 

 
精密工学研究所の静粛工学（ＪＲ東日本）寄附研

究部門の活動の一環として、１９９２年１２月１４
日に第１回が開催された静粛工学セミナーも、寄附
研究部門の満期の後も形態を変えながら活動を続け、
このたび１０周年記念静粛工学セミナーと題して通
算第３２回が第３８回精研シンポジウムを兼ねる形
で２００２年１０月２５日に開催されました。 
 静粛工学セミナーは、環境問題が大きなテーマと
して取り上げられる社会の中で、「静粛にかかわる
技術の現状把握、調査、研究を業種の壁を越えて行
う、技術者の情報交流と人的交流の場」をモットー
としており、今回も約８０人の御参加を頂き、技術
講演、パネルディスカッション、記念講演を通じて

これからの静粛工学の展望を議論しました。その後
の技術懇談会においても講演者の方を中心として活
発な議論が展開されました。第１回からの延べ参加
者数も約２６００人を数えており、継続的な技術交
流の場として定着してまいりました。 
 セミナー参加者の皆様の御支援に深く感謝すると
同時に、所外スタッフである日本大学 藤田肇氏、
(株)荏原総合研究所 丸田芳幸氏、(株)東芝 横野泰之
氏、東日本旅客鉄道(株) 佐藤寿一氏の多大なる御協
力の下に運営されていることを記して謝意を表しま
す。 
              （文責 松村 茂樹） 

精研 P&I フォーラム報告             

 新生 P&I フォーラム(昨年 4 月から従来の P&I
フォーラム I と II を統合)は、今年度(2002 年度)も、
精研内あるいは精研外の研究者に講演願い、講演者
の研究内容理解とともに世界的位置づけを聞く貴重
な講演会となり、以下のように活発に行われました。 
 
2002年度第１回精研 P&Iフォーラム(2002. 4. 17)  
講演者:東京工業大学 精密工学研究所 小林 功
郎 教授  
講
 
演題目:大学に戻るまでの３２年間＠ＮＥＣ 

2002年度第２回精研 P&Iフォーラム(2002. 5. 22)、 
兼 創造研究棟真空加工システム室研究成果報告会  
講演者:東京工業大学 精密工学研究所 秦 誠一 
助手 (下河邉・進士研究室)  
講演題目: 薄膜金属ガラスとその三次元MEMSへの
用 応

 
2002年度第３回精研 P&Iフォーラム(2002. 6. 12)、
兼 佐々木記念基金による国際会議参加報告会    
講演者: Wahyudi、 D3 (下河辺・進士研)  
講演題目: Travel report on AIM '01 conference, Como 

Italy 
講演者:早瀬 仁則 助手 (初澤研究室)   
講演題目 :佐々木記念基金による国際会議 [201st 
Electrochemical Society Centennial Meeting]参加・他の
告 報

 
2002年度第４回精研 P&Iフォーラム(2002. 7. 10)  
講演者:東洋大学工学部 電気電子工学科 一木 隆
範 助教授  
講演題目:半導体微細加工技術のバイオ分析チップ
の応用 へ

 
2002年度第５回精研 P&Iフォーラム(2002. 10. 16)、
兼 創造研究棟真空加工システム室研究成果報告会 
講演者 :東京工業大学 大学院総合理工学研究科 
電子機能システム専攻 黒澤 実 助教授     
講
 
演題目:弾性表面波モータ 

2002年度第６回精研 P&Iフォーラム(2002. 11. 13)  
講演者 :東京工業大学 大学院総合理工学研究科 
三島 良直 教授  
講演題目:エネルギー・環境問題における材料開発の
役割 
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2002年度第７回精研 P&Iフォーラム(2002. 12. 11)  
講演者:東京工業大学 精密工学研究所マイクロシ
ステム研究センター 植之原 裕行 助教授    
講演題目:光信号処理技術を用いた高速光ルータの
究状況 研

 
-------◆◆今後の予定◆◆-------------  
2002年度 第８回 精研 P&Iフォーラム(2003.1.22) 
講演者:東京工業大学 精密工学研究所  田中真美 
客員助教授(東北大学 助教授)     
講
 
演題目:機能性材料の医工学問題への応用  

2002年度 第９回 精研 P&Iフォーラム(2003.2.12) 
講演者:東京工業大学精密工学研究所 小口 寿明 
技官 

講演題目 :佐々木記念基金による国際会議
「Optomechatoronic Systrems Ⅲ」参加報告 
講演者:東京工業大学 精密工学研究所 助手 小
倉 信彦 
講演題目:The 7th International Conference on 
Parametric Optimization Related Topics 及び 2002 
Airborne Visible/Infrared Imaging Spectrometer 

orkshop W
 
2002年度 第１０回 精研 P&Iフォーラム(2003. 3. 
19) 
講演者:東京工業大学 精密工学研究所 進士 忠
彦 助教授  
講演題目:磁気浮上技術とその応用

精 研 公 開 報 告

第８回精密工学研究所公開が 2002年 10月 18日
（金）に開催されました。心配された天気も幸いの
ことに回復して、秋空の中、企業の研究、開発に携
わる方々、研究所 OB の先輩方、そして地域の中小
企業の方々など、200名を越す多数の方々においで
いた だくことができました。研究室の公開では、参
加者の皆様から熱心な質問をいただき、 大変有意義
な研究交流ができました。  
技術講演講演会では高機能化システム部門の横田
眞一教授による「機能性流体を用いたマイクロアク
チュエータ」とバイオティック集積工学客員研究部
門の城所俊一助教授 による「生体ナノマシンの科学
と工学」の２件の講演が新しくキャンパスにできた
すずかけホールにて行なわれました。本研究所の重
要な研究分野として位置付けられているマイクロナ
ノテクノロジーの最先端を分かりやすくお話をして
いただき、大いに楽しむことができました。 

技術講演講演会では高機能化システム部門の横田
眞一教授による「機能性流体を用いたマイクロアク
チュエータ」とバイオティック集積工学客員研究部
門の城所俊一助教授 による「生体ナノマシンの科学
と工学」の２件の講演が新しくキャンパスにできた
すずかけホールにて行なわれました。本研究所の重
要な研究分野として位置付けられているマイクロナ
ノテクノロジーの最先端を分かりやすくお話をして
いただき、大いに楽しむことができました。 

今年はＴＬＯにお願いして、会員企業等の広報
ルートに幅広く開催案内を出すことができ、産業界
からの多くの参加を得ることができました。紙面を
お借りして御礼申 し上げます。大学の独立法人化を
目前にして、附置研究所の社会的役割も今まで以上 
に期待されてきています。キャンパスの外に向けた
貴重な窓口の一つとして、精研公開をさらに充実さ
せていきたいと願っています。（文責：佐藤誠） 

今年はＴＬＯにお願いして、会員企業等の広報
ルートに幅広く開催案内を出すことができ、産業界
からの多くの参加を得ることができました。紙面を
お借りして御礼申 し上げます。大学の独立法人化を
目前にして、附置研究所の社会的役割も今まで以上 
に期待されてきています。キャンパスの外に向けた
貴重な窓口の一つとして、精研公開をさらに充実さ
せていきたいと願っています。（文責：佐藤誠） 
                                            

精  研  情  報 

[受章]  
 
森 榮司 勲三等瑞宝章 (11/3) 
（
 
東京工業大学名誉教授） 

[人事] 
 
〔採用〕 
小林 功郎 (4/1) 
極微デバイス部門 光デバイス研究分野 教授 
（旧）日本電気（株）支配人 

難波 英嗣 (4/1) 
知能化工学部門 知覚情報処理研究分野 助手 
（旧）日本学術振興会 特別研究員 

舩木 達也 (4/1) 
高機能化システム部門 知的システム研究分野 
助手 
（旧）東京工業大学大学院 博士課程 

桜井 淳平（4/1） 
  精機デバイス部門 集積マシン研究分野 助手 
（旧）筑波大学大学院 博士課程修了 

村田 俊介（4/1）  
精機デバイス部門 超微細加工研究分野 技官 

（旧）川崎市立川崎総合高等学校卒業 

西岡 國生（4/1） 
 高機能化システム部門 制御システム研究分野 
技官 
（旧）熊本県立熊本工業高等学校卒業 

熊谷 俊昭（4/1） 
  精密工学研究所 事務掛 事務掛長 
（旧）放送大学東京世田谷学習センター 総務係 

総務係長 
蔡  茂林（10/1） 
  高機能化システム部門 動的システム研究分野 

助手 
（旧）東京工業大学大学院 博士課程修了 

吉岡 勇人（15.1/1）  
精機デバイス部門 超微細加工研究分野 助手 

（旧）東京工業大学大学院 博士課程修了 
 
〔昇任〕  
初澤 毅（4/1）  

高機能化システム部門 知的システム研究分野 
教授 

（旧）理工学研究科 機械宇宙システム専攻 
助教授 
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〔辞職〕 
藤田 壽憲（3/31） 
 東京電機大学 助教授 
（旧） 高機能化システム部門 知的システム研究

分野 助手 
近藤 豊（3/31） 
 （株）新川 
（旧）高機能化システム部門 制御システム研究

分野 助手 
難波 英嗣（9/30）  
広島市立大学 情報科学部 講師 
（旧）知能化工学部門 知覚情報処理研究分野 

助手 
石井 隆（12/31） 
大西国際特許事務所 
（旧）先端材料部門 材料設計研究分野 技官 

 
〔転出〕 
石井 孝明（9/1）  
山梨大学 工学部 助手 
（旧）極微デバイス部門 波動応用デバイス研究分

野 助手 
 
〔部門換〕 
松村 茂樹（7/1）  
精機デバイス部門 精密機素研究分野 助教授 
（旧）高機能化システム部門 動的システム研究分

野 助教授 
大嶋 俊一（7/1） 
 精機デバイス部門 精密機素研究分野 助手 
（旧）高機能化システム部門 動的システム研究分

野 助手 
早瀬 仁則（7/1） 
 高機能化システム部門 知的システム研究分野 
助手 
（旧）精機デバイス部門 精密機素研究分野 助手 
 
〔研究分野換〕 

舩木 達也（7/1） 
 高機能化システム部門 動的システム研究分野 
助手  
（旧）高機能化システム部門 知的システム研究

分野 助手 
川嶋 健嗣（8/1） 
 高機能化システム部門 動的システム研究分野 
助教授  
（旧）高機能化システム部門 知的システム研究

分野 助教授 
 
〔併任〕 
新野 秀憲（13.12/1） 
 （独）産業技術総合研究所 主任研究員 
 （現）精機デバイス部門 超微細加工研究分野  

教授 
下条 雅幸（9/1） 
 （独）物質・材料研究機構 主任研究員 
（現）先端材料部門 機能評価研究分野 助手 

田中 真美（10/1） 
 極微メカノプロセス客員研究部門 助教授 
（現） 東北大学 大学院工学研究科 助教授 
 

 
〔配置換〕 
登阪 婦美子（3/31） 
 すずかけ台地区庶務課 専門職員 
命：企画調査担当、総理工事務室長、併総理工  

事務掛長  
（旧）精密工学研究所 事務掛 事務掛長 

櫻井 欣夫（7/1）  
精機デバイス部門 精密機素研究分野 技官 
（旧）高機能化システム部門 動的システム研究

分野 技官 
小口 寿明（7/1） 
 高機能化システム部門 知的システム研究分野 
技官 
（旧）精機デバイス部門 精密機素研究分野  

技官 

新 人 紹 介 

極微デバイス部門 教授 小林 功郎 
4 月 1 日付けで、極微デバイ

ス部門教授に着任いたしました。
30年ちょっとの会社勤めを経て、
やや思いがけず、大学に戻るこ
とになりました。 
大岡山を卒業以来、企業の研

究所で光通信に関連する光半導
体デバイスやシステムの研究開
発に従事してきました。たまた
ま、企業に入った年は、後から光ファイバ通信元年
などと言われるようになった年で、半導体レーザの
室温連続発振や光ファイバの 20dB/kmという低損失
化が実現し、光ファイバ通信の研究開発が活発に
なった年でした。以来、光ファイバ通信が”夢の通信
“と言われた段階からグローバル情報インフラの中
心を占めるに至った現在まで、密度や温度の違いは
ありましたが、光ファイバ通信の研究開発に関連し
て仕事をするという幸運にめぐまれてやってきまし

た。この間、末松先生の動的単一モード半導体レー
ザや、伊賀先生の面発光半導体レーザなど、当時の
技術レベルからはるかに進んだ考えに基づいた新し
い大学発の成果に、大いに刺激され啓発されたもの
でした。産学連携など産業界等への大学の貢献が声
高に叫ばれている昨今ですが、身近にあるこのよう
な優れたかつ実質的な産学連携のお手本を見習い、
大学での新しい日々を過ごしていきたいと考えてお
ります。 
大学で暮らし始めて気が付いたこと、あるいは変

化したことなどを思いつくままに列挙します。講義
などを含め、学生がわからない、理解しがたいよう
な状況があるとすれば、学生のせいではなく、当方
のせいだと思うようになってきた。学生を育て(ある
いは育ってもらって)、卒業させ、社会に送り出すこ
とが大学の最大の役目であり、最大の社会貢献と思
うようになってきた。高額（光学 or工学のワープロ
ミスではありません。念のため）の専門書を買うの
に躊躇しなくなった、などなど。 
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年齢的にはとても若いとは言えませんが、気持ち
はまったく普通の新人同様の若さです。極力エレ
ベータに乗らずに足腰を鍛え、がんばろうと思って
います。お付き合いをよろしくお願いいたします。 
 
極微メカノプロセス部門 助教授 田中 真美 
昨年 10 月 1 日付けで、極微メ

カノプロセス部門の助教授に着任
しました田中真美です。私は 1995
年に東北大学大学院工学研究科
(機械工学専攻) 博士課程前期 2年
の課程を修了し 、その後東北大学
工学研究科の助手、講師を経て現
在東北大学工学研究科助教授とし
て勤めており、今回東京工業大学精密工学研究所の
客員助教授として着任させていただきました。 
私の専門はバイオメカトロニクスに関するもので、

特にこれまで機能性材料を用いた医療福祉機器用の
センサ・アクチュエータの応用の研究を進めており
ます。その中でも人間の手の動作や各々の触動作に
よって得られる種々の情報について着目したアク
ティブセンシングを一つのテーマとしております。
これは医師や職業熟練者が触診や手触りなどで、一
般の人の区別が困難なものも識別することを可能と
していることに注目したものであり、これら専門家
の手の実現や客観的な評価方法の確立を目指すもの
であります。具体的に取り組んでいるものは、ヒト
の触覚感性計測用システム、前立腺癌・肥大症判別
用センサ、皮膚表面形態計測用センサ等であり、今
後もこれらの研究をさらに発展させて行きたいと考
えております。そして同時に、これらを基礎としな
がら新しい分野にも挑戦し人や社会に役立つ新しい
ものを作りたいという気持ちであります。 
精密工学研究所に関しましては、着任以前一度訪問
したことがありましたがその時は一研究室を見学さ
せていただき、またその他では学会の発表等で情報
を得ておりましたが、先日の精密工学研究所公開で
見学した所、私がそれまで知っていたものはほんの
一部分に過ぎず、精密工学研究所が電気・機械・材
料と非常に幅広い分野に渡った研究所であることを
痛感致しました。また、研究所所員各々がそれぞれ
のテーマに熱心に取り組む姿には大変刺激を受けま
した。このような優れた研究環境である精密工学研
究所の一員であることは私にとって大変光栄であり、
精密工学研究所の一員であることに恥じないよう精
一杯努力したいと思っております。皆様の御指導御
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
高機能化システム部門 助手 舩木 達也 
平成 14年 4月 1日付で高機能

化システム部門、香川・川嶋研
究室の助手として着任いたしま
した舩木達也です。私は、香川
利春教授の御指導のもと、大学
院の修士課程より本学にてお世
話になり、3月までは大学院総合

理工学研究科精密機械システム専攻の博士後期課程
に在籍しておりましたが、今回のご縁を頂戴し、課
程は中退して現在にいたっております。 
 私が専門とします研究は、流体計測制御の中でも、
流量計測に関する研究です。特に空気やガスをはじ
めとする圧縮性流体を測定対象としています。ここ
で非常に難しい点としましては、圧力のみならず温
度によっても気体の密度が大きく変化してしまう点
です。さらに、流量計測と申しましても、なかなか
トレンドから離れた研究分野と捉えられがちではご
ざいますが、実際は異なります。昨今の環境問題対
策や省エネなどを検討する際、まずは運用している
システムの現状を把握しなくてはなりません。その
ために、流量計をはじめとする計測機器にはそのモ
ニタリング機能という意味で、簡便で高速応答・高
レンジアビリティを追求したものが期待されていま
す。さらに、これまで流量計測を行っていなかった
分野や MEMS 技術等の進歩による微小流量の動特
性補償を行った流量測定技術が必要不可欠なものと
なってきております。このような問題へ対応すべく、
現在研究に邁進しております。 
 最後に、今回の貴重なご縁を大切にし、また精密
工学研究所の一所員として研究に従事できることに
大きな誇りを持って勤めてまいりたいと思っており
ます。未熟者ではございますが、一生懸命頑張りま
すので、御指導御鞭撻を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。 
 
精機デバイス部門 助手 桜井 淳平 
この度、４月１日付で精機デバ

イス部門の助手に任命されまし
た桜井淳平です。専門は金属工学
です。博士課程を筑波大学の宮崎
修一教授のご指導の下ですごし、
昨年度学位を取得しました。私は
宮崎研では、ＭＥＭＳ材料のひと
つであるＴｉ-Ｎｉ形状記憶合金
薄膜に関する、組成制御や内部組織の制御による形
状記憶特性の評価を行ってきました。材料系から機
械系の分野に来たので、機械系独特の思考や研究方
法など、材料系の頭の私にはいろいろ新鮮で刺激的
です。作った物をの実用で使うという発想が、材料
系の頭では弱いので、非常に勉強になります。 
現在は金属薄膜を用いたＭＥＭＳの研究開発を

行っています。以前は材料開発の研究だけにとど
まっていましたが、機械系の血を自らに入れること
により、プロセスにも精通し、ＭＥＭＳの総合的な
研究を行える機械系と材料系のハイブリッドな研究
者になるべく日々邁進していこうと思っています。 
 また、外から来た私には、精密工学研究所は風通
しがいい研究体制や充実した施設を持つことに驚き、
この精研で研究に従事できることに大きな喜びを感
じています。至らない点も多いと思いますが、今後
とも御指導御鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
いたします。 
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高機能化システム部門 助手 蔡 茂林 
この度、10月 1日付けで高機

能化システム部門の助手に採用
されました。３年前に精密機械
システム専攻に入学し、精密工
学研究所香川利春教授の御指導
の下で博士号を取得し、現在に
至っております。 
 専門分野は流体工学です。学
部時代から流体工学を学び始め、
修士時代に空気圧シリンダの位置制御に関する研究
を行いました。その研究結果が特許となりましたが、
やはり制御方法が複雑なので、残念ながら実用化に
は至りませんでした。修士卒業後、北京理工大学自
動制御系の助手となり、初めて来日しＳＭＣ株式会
社で産学共同研究を始めました。設計現場の技術者
の声を聞きながら、油圧緩衝器の特性解析と特注品
設計手法の確立に携わり成功しました。その研究結
果を組んだソフトは今でも、設計現場で使われてい
ます。この経験により、工学研究の価値の所在を深
く認識しました。 
 博士課程に入学後、日本の多くの生産工場では空
気圧システムをめぐり、年間エネルギーコストの約
1。5兆円である空気消費量を削減することに努力し
ていました。しかし、空気圧システム自身のエネル
ギー収支が明らかにされておらず、本質的な省エネ
対策は検討できませんでした。これを背景とし研究
を始め、“エアパワー”という概念を提案し新たな
評価方法を確立しました。これは今後の省エネ対策
や機器要素の省エネ開発などの定量化評価の基礎理
論となるものです。これからは、多くの技術者に自
分の理論を使って戴くようにこの研究を推進してい
きたいと考えております。 
 精密工学研究所で、助手を務めて研究を続けられ
ることになり非常に幸いと思います。今後とも御意
見御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 
 
高機能化システム部門 技官 西岡 國生 
工業高校を卒業後、14年度

4 月 1 日付で精密工学研究所
高機能化システム部門の技
官として従事している西岡
國生です。 
 工業高校では電子機械科
で、制御系の勉強をしていま
した。制御系と言っても、プ
ログラム言語やシーケンス、フィードバックといっ
た制御手法を学び、それ以外にも機械設計や情報処
理など幅広く学びましたが、あまり深く勉強したわ
けではなく、特に専門分野といったものはありませ
んので、研究以外のことについて書きたいと思いま
す。 
 私は、川崎市立川崎総合科学高校と言う学校で勉
強していましたが、簡単に紹介すると、創立約 40年

で 10年位前に新しく校舎を建てました。とても高校
とは思えないような、15 階建ての校舎です。特に、
パソコンの総数や高価な精密工作機械など、環境設
備が優れていて人気があります。総合科学という名
前の通り、電子機械科以外にも情報科、建設科など
6 つの科があり、このような学校で３年間学んだお
かげで、数多くの知識を身に付ける事ができました。
この知識を使うような仕事をしたいと思い、技官に
なりました。 
 私の性格は好奇心が強く、幅広い知識や多くの技
術に興味があり、精密工学研究所という職場はとて
も私に合っている仕事だと思います。まだまだ現在
の私の能力では分からない点等数多くあると思いま
すが、一生懸命頑張りたいと思いますので、今後と
も宜しくお願い申し上げます。 
 
精機デバイス部門技官 村田 俊介 
 この度、４月１日付けで、精
機デバイス部門の文部科学技
官に着任いたしました。私は熊
本県立熊本工業高等学校の機
械科を卒業後、東京工業大学精
密工学研究所精機デバイス部
門に採用され現在に至ってお
ります。 
 高校時代は、勉強と部活動の両立を目標に努力し
てまいりました。勉強につきましては、この就職の
厳しい中「国家公務員試験」に合格し、精密工学研
究所に採用していただくことができました。部活動
に関しましては創部以来初めてインターハイに出場
し、ベスト 16 という成績を残すことができました。 
しかし、このような結果がだせたのは私一人の力で
は不可能だったと思っています。やはり周りの方々
のおかげだと思っています。それは今実家にいる家
族であり、学校の先生であり、友達であります。学
校の先生方には勉強や部活の他に、自分より上の人
に対しての礼儀について指導していただきました。
友達には悩んでいるときに相談したり、つらいとき
には励ましてもらったりました。家族には、私は四
月から藤が丘の東京工業大学の寮に住んでいますが
今になって家族にどれだけ支えられてきたかがよく
分かりました。「自分以外すべて我が師」この言葉
は中学校を卒業するときに先生から教えていただい
た言葉です。この言葉を胸にこれから社会人として
頑張っていこうと思っています。 
 この精密工学研究所で一生懸命頑張っていきたい
と考えておりますが、まだ高校卒業したばかりです
ので大変ご迷惑をおかけすることがあると思います。
そのときはご指導よろしくお願い致します。 
 
事務掛長 熊谷 俊昭 
 
このたび、４月１日付けで事務
掛に採用となりました。 
 この３年間は放送大学東京世
田谷学習センターというところ
で勤務していました。放送大学
は特殊法人であり、ここの職員
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は国家公務員とはならないため、放送大学で勤務す
るときは一度東工大を辞職しなければなりません
（辞職願は自己都合による場合とは別の様式があり
ます）。そして東工大に戻るときは採用という形に
なります。 
 最初の採用は昭和６３年に総合理工の事務掛で、
その後人事課→理学部→庶務課→放送大学→精研で
す。今回で２回目のすずかけ台キャンパス勤務とな
りますが、その時と比べて建物や人の数が増えてだ
いぶにぎやかになったような気がします。また精研

の建物がきれいに塗装されていたのにはちょっと
びっくりしました。 
 精研でお世話になり始めてから９カ月になります。
精研はいろいろと行事が多いにもかかわらず、みん
ながよくまとまってすぐに実行に移してしまうとこ
ろがすごいところだと思いました。 
 私としてはまだまだ至らない点が数多くあり、い
ろいろご迷惑をおかけしているかもしれませんが、
これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

大学評価・学位授与機構による評価を終わって 

最近新聞等で報道されているように大学評価・学
位授与機構による大学の評価の試行が行われてきま
した。平成１３年度の分野別研究評価の工学系分野
は北海道大学、東京大学、徳島大学、宮崎大学の各
工学部及び工学研究科と奈良先端科学技術大学院大
学情報科学研究科、東京工業大学精密工学研究所の
６機関について行われました。その評価結果につい
ては未だ公表されておりませんが、独立法人化に際
してかなり重要な意味を持つ様です。昨年３月に過
去５年間の研究目的と目標を、７月には指定された
項目について自己評価書と個人研究活動判定票（過
去５年間の教授、助教授、助手の研究内容と論文等）
を機構に提出しました。それに対して機構より書面
調査段階の評価案概要と質問事項が１１月に送られ、
その約１週間後に訪問調査が行われました。訪問調
査は質問事項への資料を提示しながらの回答、研究
所の視察、所員の面接等が３日間に渡って実施され
ました。 
精密工学研究所は上羽所長の指揮のもとに企画委

員会と研究体制委員会が中心となって自己評価書と
質問回答書及び訪問調査に対応し、評価に際して精
研の目的・目標、特徴や組織の見直を行なって来ま
した。機構の評価は研究を遂行するにあたって研究
組織が適切に機能しているか、研究支援や社会への   

公開が十分に行われているか等今迄大学が経験的に
行って来た事項を組織的に見直す機会となりました。
特に精研の特徴や役割を考え直す良い機会であり、
教授会や所員会議で多くの議論がなされたことは、
独立法人化を目前にして有益でありました。また研
究所を見直す中で精研が伝統的に「物づくり」に力
を入れて来た事、実用化された研究が予想以上に多
い事、組織をスリム化し、研究により専念できる環
境を作って行かなければならない事が明確になり、
自己評価書で強調されました。 
機構による評価がどのような結果になるかは現在

の所不明ですが事務職員も含めて研究所の所員が一
丸となり、評価室、すずかけ台と大岡山キャンパス
の事務部の支援を受けて必要な書類やデーターの収
集・整理に迅速に対応出来た事は非常にありがたい
ことでした。今回は研究所という１部局の評価では
ありましたが東京工業大学としての支援組織が強力
なものであること、先輩や卒業生の実績が非常に大
きい事を実感しました。またこの機会に研究所と各
個人の将来を考えることが出来た事は貴重な経験で
あり、この経験が独立法人化に向けてこれまで以上
に真に社会の役に立つ研究所へと育って行く大きな
力となるでしょう。お世話になった多くの方々に感
謝致します。        （文責：肥後 矢吉） 

外部評価を終わって 

平成１６年度の国立大学独立行政法人化を見据え
た全学外部評価と連動し、精密工学研究所では、去
る 11月 19日、外部評価委員会が開催されました。
精密工学研究所としては、平成６年及び９年に続い
て、３回目となります。外部評価は、１）研究所の
理念と目的、２）組織・人事、３）社会への人材供
給と教育活動、４）研究活動と研究成果、５）学界・
産業界などの社会ニーズへの貢献、６）開かれた大
学への貢献、７）国際活動、８）教育・研究設備、
環境、研究費、などの多岐の項目に渡って、説明資
料、所長及び各部門の代表によるプレゼンテテー
ション、研究設備視察により実施されました。評価
委員構成メンバーは、次にあげる１０名の方々です。 
                  （敬称略） 

坂内正夫委員長 東京大学生産技術研究所 教授 
荒井 肇 委員 宇都宮機器株式会社 取締役副社長 
石原 直 委員 NTT物性科学基礎研究所 所長 
久保愛三 委員 京都大学大学院工学研究科 教授 
谷 順二 委員 東北大学流体科学研究所 所長 
中村道治 委員 日立製作所研究開発本部長 

常務取締役  
花田修治 委員 東北大学金属材料研究所 教授  
鳳紘一郎 委員 東京大学大学院新領域創成科学 

研究科 教授  
宮下輝雄 委員 日本軽金属株式会社研究担当 

取締役 
山本誠一 委員 ATR音声言語コミュニケー 

ション研究所 所長 
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評価結果は、現在整理中であり、今後、公表され
る予定となっています。今回の評価結果を参考とし、

来るべき独立行政法人化に備え、精密工学研究所の
体制を万全にしていく予定です。（文責 進士 忠彦） 

東京医科歯科大交流会 

東工大精密工学研究所と東京医科歯科大生体材料
研究所との交流会が四大学連携の一環として行われ
ています。本交流会は 2001年 9月に始まり、現在ま
でに多くの交流が行われたので、本稿で交流会の概
略、若手研究者発表コンペの一幕、人工心臓システ
ムの共同研究プロジェクトについて紹介させていた
だきます。まず初回の 2001年 9月の交流会では、東
工大側の 8 名の教官が生体材料研究所を訪問し、2
名の教官の講演と研究室訪問及び懇談が行われまし
た。小動物を使った睡眠作用の研究の実験施設の研
究室の見学も企画されましたが、動物の匂いになれ
ない我々には、かなり気になりました。動物の供養
祭も行われているそうで、機械、電気、材料のみの
精密工学研究所としてはかなり対象が異なる部分が
存在します。また 10月には 9名の生体材料研究所教
官が精密工学研究所を訪問し、5 件の講演、研究室
見学及び懇談が行われました。2002年 2月の生体材
料研究所の若手研究者研究発表コンペに精密工学研
究所から審査員が出されました。このコンペは生体
材料研究所の若手研究者を励ますための企画で、女
性研究者が特に元気が良く感じられました。結果と
して優秀賞はやはり女性研究員が獲得しています。
これらの交流の結果、下記の共同研究も発足し、科
研費の共同申請もおこない、採択されている。今後、
技術交流と共同研究の企画の検討が行われる予定で
あす。下河辺明教授・進士忠彦助教授のグループ（精

機デバイス部門）では、東京医科歯科大学・生体材
料工学研究所 高谷節雄教授のグループと、２００
２年１月より、体内完全埋め込み型人工心臓システ
ムの共同研究を進めています。従来より高谷研では、
遠心ポンプ型人工心臓の開発を進めていますが、遠
心ポン内のインペラを支持する玉軸受の摩耗・摩擦
の影響から、耐久性や血液の血栓などの問題を抱え
ており、このため、下河辺・進士研と共同で、磁気
軸受技術を適用した、玉軸受のない、完全非接触式
の人工心臓用遠心ポンプの開発に着手しました。昨
年１２月までに、高谷研の要求仕様に基づいた人工
心臓用モータ組み込み型磁気軸受の第一次試作を終
了し、磁気軸受単体としての要求仕様を達成してい
ます。本軸受の研究開発には、精研所長の裁量によっ
て配分されるリーダシップ経費が充てられています。
また、本研究は、平成１４年度科学研究費補助金 基
盤研究（A）（研究代表 高谷、研究分担者 下河
辺、進士）の採択を受け、平成１６年度までの継続
研究となっています。最終年度までに、東京医科歯
科大学内の人工臓器研究開発施設を利用した動物実
験での共同開発した人工心臓の評価を目指していま
す。堀江三喜男教授のグループ（先端材料部門）で
は、生体材料工学研究所中村真人助教授のグループ
と移植臓器構築のための Micro Manipulation 細胞配
置操作に関する共同研究を進めています。 

（文責：香川 利春） 

精密工学研究所ホームページのリニューアル 

精密工学研究所ホームページをリニューアルいた
しました。従来のホームページに比べ見易さや情報
へのアクセス性などを改良してあります。たとえば、
教官名や研究内容などで検索するシステムを導入し、
グローバリゼーションの時代を反映して英語版の強
化・拡充も図っております。本 P&I ニュースも電子
閲覧いただけます。また、新着情報も頻繁にアップ
ロードしていく予定です。皆様のアクセスをお待ち
しております。アドレスは、 
日本語：http://www.pi.titech.ac.jp/ 
英語：http://www.pi.titech.ac.jp/index-e.html
となっております。   （文責：佐藤千明） 

佐々木重雄記念基金による国際会議 派遣レポート 

高機能化システム部門 助手 早瀬 仁則 
 
佐々木重雄基金の援助を受け、2002 年 5 月 11 日

から 19 日まで、アメリカ、フィラデルフィアにて開

催された米国電気化学会 100 周年記念大会に参加す
る機会を得ました。筆者は "Inhibition of Copper 
Electrodeposition by Polyethylene Glycol and 
Chrolide Ion " と題して15分の発表を行いました。

http://www.pi.titech.ac.jp/
http://www.pi.titech.ac.jp/index-e.html


 

東京工業大学精密工学研究所ニュース, No.17, January, 2003 9 

会議名からも察せられるように、世界各地から著名
な研究者が数多く集まり、活況を呈していた。特に、
前回、本基金の支援で研究室訪問してきたコロンビ
ア大学の West 教授、ブルックヘブン国立研究所の
Isaacs 博士らと再会し、近況等について会話が弾ん
だことは良い思い出であります。また、論文で名前
しか知らなかった競合研究者と直接話す機会が得ら
れたことは大きな収穫であり、10 月の大会で再会し
た際は、より親しく議論することができました。  
今回は、ニューヨーク州立大に留学中で、大学院

時代の後輩である浦郷博士が滞在する研究室を訪問
してまいりました。修士課程の学生でも、給料を支
給されているためか、非常に早いペースで成果を要
求されているといった状況を聞くことができました。
また、浦郷君がメトロポリタンオペラのチケットを
用意してくれており、一流のオペラを生で味わうこ
ともできました。三大テノールとして有名なパバ
ロッティの最後の大舞台と目されていた公演であり、
場外の広場に臨時の客席を設けプロジェクターで中
を写し出す程の超大入り満員でしたが、当のパバ
ロッティは土壇場でキャンセル。代役に、私と同年
齢のリクトラが抜擢され大喝采を浴びていました。
素直に新人を歓迎するアメリカの大きさを感じる一

幕でした。フィラデルフィアでは、夕方コンサート
ホールを訪ねたところ、当日券、しかも１０ドルの
チケットで、ポリーニのピアノ演奏を生で聞くこと
ができました。日本では一万円のチケットが即日完
売するようなピアニストです。超一流の人間が、身
近なところにうじゃうじゃ存在する世界の競争市場、
アメリカを肌で感じとることができ、身震いさえ覚
えました。  
会議での発表討論だけでなく、アメリカの強さを

感じることができた大変有意義な経験であり、この
ような機会を与えて頂いた佐々木重雄基金の関係各
位に心より感謝の意を表すとともに、この経験を活
かせるよう一層努力したいと思っております。 

写真：フィラデルフィア美術館より見た市街
                                                                 

東京工業大学 精密工学研究所 第 40回シンポジウム
特許情報処理(ＪＡＰＩＯ)寄附研究部門終了にあたり 

 
２００１年４月、財団法人日本特許情報機構（Ｊ

ＡＰＩＯ）の寄附を受け、特許情報処理（ＪＡＰＩ
Ｏ）寄附研究部門が設立されました。２年時限の寄
附研究部門で、特許を対象にした情報処理の理論お
よび技術を総合的に体系化することを目指してまい
りましたが、２００３年３月でその終了の時期を迎
えます。そこで、その節目の時期にあたり、２００
３年３月１４日（金）に精研シンポジウムをすずか
け台大学会舘多目的ホールで開催する予定でおりま
す。藤原譲理事長(独立行政法人 工業所有権 総合情
報館)、加藤隆夫教授(東京工業大学フロンティア創

造共同研究センター、特許庁審判部審判官)、 藤井
敦助教授(筑波大学)、松井くにお氏(富士通研究所)、
中谷洋一氏(ＮＴＴデータテクノロジ)のご講演およ
び、寄附研究部門、連携して研究を進めてまいりま
した知能化工学部門の関連分野の成果発表を予定し
ております。また、研究成果のシステムを含む、特
許情報処理関連のシステムのデモセッションも合わ
せて企画しております。皆様お誘い合わせのうえ是
非ご出席下さい。なお、詳細は後日改めてお知らせ
させて頂きます。 

（文責：奥村 学）

第３９回精研シンポジウム開催のお知らせ 

平成１５年３月１０日（月）に「フォトニックネッ
トワークデバイスの新展開（２）」をテーマとした
第３９回精研シンポジウムを開催致します。会場は、
東京工業大学すずかけ台キャンパス大学会館３階 
多目的ホール（田園都市線すずかけ台駅徒歩８分）
です。昨年に引き続き、これから益々進展の期待さ
れる大容量光通信ネットワークのための新しいデバ
イス・システム技術の討論の場を提供することを目
的として企画し、下記のプログラムに示すように当
該分野でご活躍の方々にご講演をお願い致しました。
興味のある方は、ぜひご参加下さい。参加費は無料
ですが、準備の都合上、事前に電子メールにて

(sitoh33@ms.pi.titech.ac.jp)まで参加申し込みをお参
加申し込みをお願い致します。 
 
問い合せ先 精研マイクロシステム研究センター 
教授 小山二三夫(koyama@pi.titech.ac.jp) 
 
第３９回精研シンポジウムプログラム（予定） 
10:00-10:10 開会の挨拶   
 精密工学研究所長 上羽貞行 
セッションＡ 10:10-12:40   
    
10:10-10:40 宮本智之 （東京工業大学） 
 長波長帯面発光レーザの進展 

mailto:koyama@pi.titech.ac.jp


 
10:40-11:10 荒井滋久、八木英樹、大平和哉、佐野琢
哉（東京工業大学） 
 トップダウン法による長波長量子細線レーザの現
状と展望 
11:10-11:40 中野義昭 （東京大学）  
 光ネットワーキングに向けたデジタルフォトニッ
クデバイス 
11:40-12:10 石川 浩（ＦＥＳＴＡ） 
超高速全光スイッチの開発状況 

 
12:10-12: 40 國分泰雄（横浜国大） 
 高密度集積化マイクロリングフィルタ回路 
12:40-13:40 昼食 
13:40-14:40 ポスターセッション 
セッションＢ 14:40-16:10   
 
14:40-15:10 河口仁司（山形大学） 
 偏光双安定面発光半導体レーザとその光信号処理
への応用 

15:10-15:40 澤田廉士（ＮＴＴ） 
 光ＭＥＭＳスイッチの現状と展望（仮題） 
15:40-16:10 小山二三夫（東京工業大学）  
 光ＭＥＭＳとフォトニックネットワーク 
休憩 16:10-16:30 
セッションＣ 16:30-18:00   
  
16:30-17:00 上塚尚登、千葉貴史（日立電線）  
 ＰＬＣデバイスの現状と今後の展開 
17:00-17:30 納富雅也（ＮＴＴ）  
 ＳＯＩフォトニック結晶スラブ 
17:30-18:00 北山健一（大阪大学）  
  フォトニックネットワーク：全光化に向けて 
 
18:00- 懇親会 
 
 

すずかけ台キャンパスだより 

（１）キャンパス名称の変更 
 すでに P&I ニュースあるいはホームページなどで
お知らせしましたが、長津田キャンパスの名称が
2001 年５月２６日より「すずかけ台キャンパス」に
変更となっております。ご愛顧のほどお願い申し上
げます。 
（２）大学会館の運用開始 
 本年１０月１日より、キャンパス内の大学会館の
運用を開始致しました（写真をご覧ください）。 
 

大学会館の外観 

会議室（２F）、多目的ホール（通称すずかけホール、 
３F）はすでに各種会議、国際シンポジウム等に利用
されております。また図書館の建物にありました生
協食堂、ケータリング、購買部が大学会館に移転致
しました。 
（３）2003 年度すずかけ祭の日程 
 2003 年度より、すずかけ祭の日程が５月（５月１
０日（土）・１１日（日））に変更となります。そ
れに先立ちオープンキャンパスが５月９日（金）・
１０日（土）に開催されます。いずれも精研の各研
究室の公開を行いますので、奮ってご参加ください。 

３階ラウンジでの懇親会の様子 
           （文責：植之原 裕行） 

編集後記

 前号（No.16）が 2002 年 2 月なので久しぶりの発
刊となりました。この間、記事にもありますように
精研は機構評価・外部評価を受け、その準備と対応
に追われました。その努力の足跡を本号から読み
取っていただければ幸いです。COE21 も今年の大き
な取り組みの一つでしたが、幸いに東工大として４
件採択され、精研は関連専攻への協力を行っており
ます。今後は独立行政法人化という大きな変革を迎

えることになり、益々活動内容が増え、サイクルの
短期化が加速されていくと思われます。それらへの
精研の取り組みを今後も P&I ニュースで紹介してい
きたいと思います。 
 なお本号は益委員長、北條、堀江、高島、奥村、
渡邉、松村、進士、植之原と広報室 神本により編
集されたものです。 

（文責 植之原 裕行）
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